
今月の
　記念日

■ 豚ひき肉150g、大根150g、玉ねぎ150g、エリンギ
20g、青ネギ20g、にんにく一片、オリーブ油小さじ
１、調味料（赤味噌小さじ２、トマトケチャップ大さ
じ２、ウスターソース少々、塩少々、カレー粉小さじ
１）、水大さじ２、コーンスターチ小さじ１

①大根は小さめのサイコロ切り、玉ねぎは小さめの色紙
切り、エリンギは小さめの短冊切り、青ねぎは小口切
り、にんにくはみじん切りにする。
②フライパンにオリーブ油をひき、にんにくを弱火で炒
め、香りがでたら豚肉、玉ねぎ、大根、エリンギの順
で炒め、水大さじ２杯と調味料を入れて少し煮込む。
③水溶きのコーンスターチでとろみを付けて、青ねぎを
混ぜ合わせたら出来上がり

材料（４人分）

作り方

和風仕立て
大根のドライカレー
吹田市職労　東澤　隆一さん

協力：現業評議会・給食部会

味噌を使って和風仕立てで

「歌声にのった少年」「歌声にのった少年」

大阪弁と韓国・朝鮮語が
飛びかうエネルギッシュな街
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大阪市
生野区

生野
コリアタウン

おおさか自治体の仲間　2018年２月15日　第340号 ４５ 2018年２月15日　第340号　おおさか自治体の仲間

　「ミスターラグビー」こと平尾氏の教育に対する“トライ＆エラー”の考えかた
を語った言葉。失敗したときのダメージばかりを考えていては、逃げ道ばかり探
し、試すことすらしなくなります。失敗したことを叱るのではなく、まず試した
こと、トライしたことをほめる気持ちが大切。挑戦して失敗することは、単に成
功するための方法論ではなく、精神的なタフネスをも養ってくれるのです。

　1981年に制定。1855年日露和親条約が締結され、択捉島・国後島・色丹島・歯舞諸島からなる「北方領土」が
日本領として認められました。その後、1875年の「樺太・千島交換条約」により樺太全島を放棄する代わりに千
島列島全てが日本領となりました。第２次大戦の敗戦により、「サンフランシスコ平和条約」で日本が戦争で奪
った土地を放棄することとなり、千島列島もその中に含まれました。「北方領土」は戦争で獲得した土地ではあ
りませんが、当時のソ連は千島列島の一部であるとして占領し、その状態が現在まで続いています。

失敗したことを叱るのではなく
まず挑戦したことをほめる 「北方領土の日」

２月７日
平尾　誠二（1963年～2016年）

　

長
年
占
領
状
態
が
続
く
パ
レ
ス
チ
ナ
の

作
品
で
す
。
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
エ
ル

サ
レ
ム
を
イ
ス
ラ
エ
ル
の
首
都
と
表
明
し

て
以
降
、
こ
の
国
が
頻
繁
に
メ
デ
ィ
ア
に

載
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
主
人
公
は
ガ

ザ
地
区
で
暮
ら
す
ム
ハ
ン
マ
ド
少
年
。
素

晴
ら
し
い
声
を
持
つ
彼
は
、「
ス
タ
ー
歌

手
に
な
る
こ
と
」
を
夢
に
見
て
、
姉
や
友

だ
ち
と
バ
ン
ド
を
組
み
街
中
で
歌
っ
て
は

練
習
と
資
金
稼
ぎ
を
し
て
い
ま
し
た
。
あ

る
時
、
一
番
の
理
解
者
だ
っ
た
姉
が
病
気

で
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
、
姉
と
約

束
し
た
夢
を
実
現
す
る
た
め
、
ガ
ザ
の
壁

を
越
え
、
エ
ジ
プ
ト
で
開
催
さ
れ
る
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
番
組
に
出
場
す
る
こ
と
を
決

意
し
ま
す
。

　

こ
の
作
品
は
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
番
組
の
エ
ジ
プ
ト
版
に
出
場
し
、

２
０
１
３
年
の
〝
ア
ラ
ブ
・
ア
イ
ド
ル
〞

に
輝
い
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ッ
サ
ー
フ
の

実
話
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
監
督
は
、
イ

ス
ラ
エ
ル
出
身
の
ハ
ニ
・
ア
ブ
・
ア
サ

ド
。
彼
は
、
こ
れ
ま
で
自
爆
テ
ロ
に
向
か

う
青
年
を
扱
っ
た
「
パ
ラ
ダ
イ
ス
・
ナ

ウ
」、
行
き
場
の
な
い
怒
り
を
抱
え
る
若

者
を
描
い
た
「
オ
マ
ー
ル
の
壁
」
な
ど
、

パ
レ
ス
チ
ナ
の
厳
し
い
現
実
を
描
い
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
作
品
で
は
一
転
し
て
希

望
を
語
り
ま
し
た
。

　

前
半
、
ど
ん
な
困
難
な
中
で
も
決
し
て

夢
を
あ
き
ら
め
な
い
少
年
た
ち
の
姿
が
生

き
生
き
と
描
か
れ
、
後
半
で
は
、
ム
ハ
ン

マ
ド
が
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
次
々
と
勝
ち

ぬ
く
た
び
に
パ
レ
ス
チ
ナ
国
民
は
ひ
と
つ

に
な
っ
て
希
望
を
託
し
て
い
く
過
程
が
感

動
的
に
語
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
作
品
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ガ
ザ
か
ら
壁
を
越
え
て〝
歌
手
に
な
る
夢
〞を

叶
え
た
少
年
の
奇
跡
の
物
語

　

「
か
お
り
風
景
１
０
０
選
（
２
０
０
１

年
に
環
境
省
が
選
定
）」
の
鶴
橋
駅
周

辺
。
鶴
橋
本
通
商
店
街
を
抜
け
、〝
そ
か

い
通
り
〞
を
東
へ
渡
る
と
コ
リ
ア
タ
ウ
ン

の
入
口
が
あ
り
ま
す
。

「
日
本
書
紀
」
の
時
代
か
ら

渡
来
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

　

高
麗
（
こ
う
ら
い
）・
百
済
（
く
だ

ら
）
な
ど
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
よ
う

に
、
日
本
書
紀
の
こ
ろ
よ
り
渡
来
人
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
り
ま
し
た
。
旧
平
野
川

（
百
済
川
）
や
現
平
野
川
の
護
岸
工
事
な

ど
の
労
働
力
と
し
て
朝
鮮
半
島
よ
り
集
め

ら
れ
た
人
々
や
、
そ
れ
ら
の
人
を
頼
っ
た

人
々
な
ど
、
生
野
区
の
桃
谷
・
鶴
橋
地
域

を
中
心
に
日
本
最
大
の
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン

と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た

観
光
ス
ポ
ッ
ト
へ

　

１
９
８
４
年
に
朝
鮮
市
場
の
再
生
の
た

め
に
「
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
構
想
」
を
打
ち
出

し
、
１
９
９
３
年
に
は
御
幸
森
天
神
宮
か

ら
東
へ
５
０
０
ｍ
ほ
ど
の
商
店
街
が
完
成

し
ま
し
た
。
御
幸
通
商
店
街
・
御
幸
通
中

央
商
店
会
・
御
幸
通
東
商
店
会
が
〝
大
阪

生
野
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
Ｍ
Ａ
Ｐ
〞
と
し
て
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
や
社
会
見
学
な
ど
の
受
け
入
れ
も
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｆ

ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
で
も
地
域
に
根
ざ
し
た

く
ら
し
や
文
化
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
少
し
南
へ
足
を
延
ば
す
と
、「
鶴

橋
」
の
地
名
の
由
来
と
さ
れ
て
い
る
、
旧

平
野
川
に
架
か
っ
て
い
た
日
本
最
古
の
橋

「
つ
る
の
は
し
跡
」
が
観
ら
れ
ま
す
。由緒ある「つるのはし」の名を後世に伝える

ため1952年に記念碑が建てられました　　　

国
内
外
の
旅
行
者
、
地
元
住
民
が
行
き
か
う
商
店
街


